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一
、
９
月
拳
動
報
を

％

史
例
参
議

％

堵
猾
・
リ
サ
イ
ク
ル
着
働

％

校
区́
倉
力
協
塚
ハ
投
資
参

‰

班
・衣
ス
Ａ
会
議

‰

広
報
「
ぃ
ゎ
く
ぅ
に
っ
３
ｆ
号

‰

夙
船
バ
レ
ー
大
会

ス
．
っ
月
″石學
子
た

シ

定
例
金
筵

％

堵
締
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
動

％

ペ
ダ
ン
ク
大
会
　
　
　
・

％
一
コ
ミ
セ
シ
繕
謝
祭

斃
一
広
報
，
い
わ
く
ら
」
２
３
２
‘

ら　
認
拒
症
声
か
け
訓
錬

％

モ
ル
ッ
ク
え
会

″　
さ
わ
や
か
フ
ェス
ダ
（清
水
ψ
）

％

礎
凍
雪
，
つ
く
り
諸
ろ
う
ハ

（
植
本
公
民
僣
）

二
、
口
甕
一え
ぜ

。
し
み
ず
Ю
月
そ
。ま
ム
づ
く
り
通
壱

・
謳
知
症
・声
【か
け
到
．係

ｏ
さ
わ
で
い
フ
ェ
ス
タ
の
ご
礫
内

・
防
犯
く
毬
ゅ
ピ

ｏ
交
爵
一態
本

・
ふ
れ
あ
い
（
者
水
）
礎
会
て
咸
会
）一

・
わ
く
わ
く
（
麻
生
口
絞
区
　
ク
　
）
一

・
麻
生
口
小
ぞ
薇
だ
よ
り
　
　
　
一

口
．
審
議
孝
項

ｏ
●
着
傷
一議
会
の
蒙
ぃを
“
つ
口
て

の
環
談
答
イ
ン
オ
水

ｏ
地
列
の
企
業
ど

會
着
会
の
難
談
会

・
麻
生
り
薇
区
は
商
船
化
率
が

％
・
５
％
（
北
こ
で
授
・，酌
）

。
ズ
浦
企
業
の
知
洛
ど
力
を
僣

リ
マ
地
式
の
課
題
解
決
を
。

②
ふ
ね
め
い
爾
徐
“
り

嘔冊
の
た
ｏの
′

・
沐
省
″
で
の
胴
濯
．
参
”
オ

が
夕
く
縛
果
の
“
戌
痢
…
。

・
授
雑
Ｌ
六
■́

ス
テ
ー
ジ
■

中
κ
“
う
な
く
答
場
受
′
が
。

・魂
“ψ
皮

や
沐
調
不
萩
考
な
し
．

ｏ
会
場
設
営
と
樅
去
下
ズ
ム
ー

．、ズ

“
。

（
″
ｇ
釈
か
う
０

。来
率
晨
の
開
催
嗜
瑚
の
ヵ
ゼ

３
町
的
と
し
て
“
秋

（
Ю
月
ぞ
う
い
‐“
）

０
認
知
症
声
い
け
訓
諄

つ
Я
２５
口
〈ま
）
β
崎
∞
（
～

麻
生
り
小
な
晨

４
，
質

∽
ネ
育
協
会
看
球
計
画

一
麻
生
ｏ
液
区
夜
尿
渦
れ
な
つ
り

“
月
２２
日
（よ
）
ｒＯ
嗜
～

麻
生
口
小
奪
液

林
育
篠

ｏ
輌
公
ロ
ウ
ン
ド
デ
ツ
キ
の
よ
務
′

県
農
本
材
を
澪
用
し
た
鍵
蒙
勁

孝
・の
設
置
資
ｒで
に
補
め
を
行
う
場

合
の
希
勁
参
申
請
中
．
　

´

ｏ
い
わ
く
う
祭
り
よ
つ
〕
て

何
月
３
８
（
月
・
丈
花
の
α
）

“
崎
～
（
ふ
ね
あ
い
広
場
）

黎
・ンノ
Ц
グ
フ́
ム
・
菌
澤
全
そ
．に
つ
い
て

は
、
後
口
決
え
。

Ｉ
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」
を
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10月 25日
翡鑽奮 自治舎

広  報  部

実行委員
'会

ア0月′3日 f9:ω～公久倒澪

島本會;む会長花.台冶会・公民常綬受.計

73名 。そしてぎ0の嗜燿牌甜系ね者の口上前自・)0ハ 侯́のよ序

ぞ開催され毬 tF〔 .

O‐ 3、れあい広場のステージがブルーシートゼは見せしい

ので
｀
新 しくμO幕を艦入する予定。 (今後もずっとイええるため.)

Oタイトルを薇0おくマ色あせマしな,マ し`る。

○バザ■のメニューと教量〔てついマ絵計。

Oイ ントロゲーム・・・昨年の反名をもど(〔 電子戌の由」0加える。

Oグリウンドゴルフーー→今年は、・親子ホールインワン(て ,
0ビンゴゲームの償品に.今年話題.の「お米」0′
・*ふ 4あい広場の革川`l  fO月 280(→ 午前9崎～

わめ

みなさまのごし協力を.よろしくお願いしますガイ

再
生
資
源
物
集
団
口
収
益
全

（
公
ん
篠
）

久
月
―
・
ス
０
、
ニ
ユ
ニ
円

〔
“
月
の
主
な
そ
た

〕

％

定
側
＾
議

％

者
滑
ｏ
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

″
　
プ́
ン
ト
‐́勢
除
む
花
　
　
　
　
．　
・

％

い
わ
く
ら
祭
り

％

質

裂

身

～
背

、
大
規
模
災
暑
崎
の

、
　

あ
螢
オ
盪
難
訓
「諫
」

‰
一
広
報
「
い
わ
く
う
・
２
３
３
子

９
月
お
口
（曰
）
風
総
バ
レ
ー
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
な
ｆ
鮮
采
・に

２
皮

と
３
位
で
し
た
。

選
手
の
塔
揉̈
．
ん
晨
し
て
い
な
だ
い

た
方
々
．
お
疲
れ
さ
ま
ぞ
し
た
。

（
零

鬱

妥
口

）

い わ く ら

「いわくら祭り」

休
育
尋
だ
ょ
り
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清
掃

。リ
サ
イ
ブ
ル
港
動

％

番
梓

旬
会
　
Ю
月
の
一旬

（
西

公

園
）

々
嗜
葡
に
酌
公
園
“
霧
〕く
と
．
で
ｆ

ｒ
プ
ロ
ッ
ク
准́
や
警
・番
来
の
メ
ン
バ
ー

が
そ
動
を
確
め
て
お
ら
れ
ま
し
な
。

ま
た
．
公
遍
か
ら
よ
く
小
さ
い
手
が

と
び
盆
し
て
く
る
０
て

危
険
′
ｏ
と

い
う
こ
４
て
、
口
よ
前
葡
殆
小
援
が
穀

置
く
れ
表
着
頼
．
子
接
森
ぴ
麗
し
逮
苺
“

を
教
え
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
。

夕
き
缶
の
禁
や
数
聞
試
の
東
著
清
ぅ

告
人
が
次
々
と
集
ま
り
、
か
な
り
の
人

漱
“
な
り
滅
じ
た
。
（
公
面国こ掘「謹資雪
と
リ

サ
イ
ク
ル
推
勧
ぞ
３
つ
の
竜
）

口
収
車
体
冽
薔
「す
る
た
び
に
．
豹
聞

紙
。
段
ポ
ー
ル
ム
。怖
頼
者
“か
な
の
よ

蜃
霧
ま
一れ
て
い
飩
まヽ
し
た
。

公
爾
の
諸
澤
・“
落
ち
環
集
め
が
）
だ

ゼ
Ｌ
た
が
．
だ
だ
ん
の
周
辺
０
こ
す
め

“
を^
入
れ
ヽ，れ
て
い
３̈
Ｌ
“
．

台
（ウ
ッ
ず
デ
ッ
キ
）
て
新
毅
さ
れ

イ
Ю
黎
準
と
開
言
せ
し
た
が
、
輌
ざ
ら

し
ヨ
ざ
ウ
し
の
た
め
三
考
褥
化
す
る
の

も
や
む
■
得
な
い
い
と
‥
・
。
（
欧
一め

さ
れ
る
予
定
）

最
後
“
参
漁
着
全
員
、
筆
磯
の
場
鉾

に
整
列
。
（
看
欺
キ
名
）

プ
ロ
ッ
フ
孝
さ
ん
よ
り
史
例
今^
餞
の

白
客
を
）
だ
ιｌ
．
て
い
ね
い
で
わ
か
り

遠
き
口
０
影
踏
湧
砕甦
び
秋
の
０
に
　
　
そ
子

兼
．題
――
影
で
作
っ
た
一
り
。
違
い
手
残
の
頭
を
思
い
上
し
・
影
踏
み
近

ぴ
を
ｔ
た
頃
の
自
分
を
泳
ん
で
い
る
。

俳
旬
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
的
な
脅
０
あ
り
．
ユロ
の
搭
験
を
泳
む
こ
と
う
可

寵
だ
。
上
五
の
遠
き
曰
ど
下
ス
の
秋
の
日
０
参
語
が
．
額
を
幡
ん
ぞ
い
て
諸

構
を
経
き
良
マ
る
．　
　
・

．
晏
一後
の
殉
詞
『
に
』
が
絶
０
で
現
在
の
會
分
“
州
重
ス
す
効
果
を
叙
し
て

い
る
。
影
踏
み
は
繊
い
に
影
が
最
く
燿
く
な
る
秋
の
目
の
豊
び
な
の
だ
。

．　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
３
＝

秋
の
登
語

範
脅
ハ
員
環
集
申
　
　
見
学
０
大
欲
邊
で
■

『
編

集

後

記

】

島
酔
オ
が
選
烙
檬
雌
）
に
、
薫
に
は

ね
ら
れ
る
李
改
ゴ
新
一一闊
ニ
プ
レ
ビ
ぞ
よ

く
え
ま
す
が
　
ヽ
―
死
口
．
夜
々
嗜
孝
頑
．

落
参
Ｏ
λ
口
の
ス
イ
な
路
を
，め
硲
者
が
、

自
蒲
隊
側
か
ら
な
分
０
の
労
へ
楼
髯
さ

れ
る
の
を
兄́
省
し
た
。

バ
ス
通
，
マ
鼻
，の
量
０
多

い
の
“

ラ
イ
ト
０
渚
た
ず
．
反
射
材
ゆ
着
Ｌ
す

状
と
っ
И
マ
蜂
進
の
中
央
で
．
麻
嵐
ロ

ガ
る
か
ら
え
，
マ
く
る
卑
ボ
途
勁
れ
る

の
を
締
，，
マ
お
ら
れ
・一で
し
た
。

無
謀
な
重
降
楼
雌
は
募
故
の
ウ
ヒ
ぎ

す
。
ゼ
フ
か
く
今
′曰
で
で
撥
な
き
さ
れ

て
き
な
の
プ
す
い
う
．
式
通
ル
ー
ル
を

そ
，
て
樅
断
サ
灘
を
痰
り
す
し
ご
う
。
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や
す
い
報
者
・
連
絡
が
あ
り
、
釣
∞
分

．マ
体
７
・解
夜
と
な
り
省
じ
女
。

参
網́
さ
れ
な
庵
猥
．
旱
鯛
よ
り
な
い

へ
ん
お
疲
れ
ぜ
で
で
し
た
．
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